
生物統計学/疫学・予防保健学 抄読会 

2020 年 9 月 22 日 

担当：大庭幸治 

 

癌臨床試験におけるセミパラメトリック加速モデルを用いた生存時間解析 

 

加速モデル（Accelerated failure-time model）は、イベント発生までの時間を対数変換した
線形モデルであり、比例ハザードモデルに代わる有用なモデルとして古くから認識されて
きた [1]。治療効果を、平均時間の比（mean time ratio）で定量化することができ、線形モ
デルであるため、比例ハザードモデルでしばしば問題となる Omitting covariatesに対してよ
り頑健である可能性がある。一方で、これまでパラメトリックなモデルが主に利用されて
きており、イベント発生までの時間の分布の形を指定する必要があることが、比例ハザー
ドモデルと比較して実用上大きな障害となってきた。 

切片に対して特にモデル化を行わないセミパラメトリック加速モデルは、1980 年代から
知られてきたが、近年、推定方法に関していくつかの進展があり、推定方法の特徴が、理
論的にもシミュレーションによっても明らかとなってきた [2,3]。これにより、特に比例ハ
ザード性を仮定できないような、様々な場面での応用可能性が高まってきていると考えら
れる。実際、癌臨床試験を例にすると、免疫療法に関する試験や全生存期間以外の生存時
間データをプライマルエンドポイントとする試験の多くで比例ハザード性の仮定を満たし
ていないことが知られており、比例ハザード性の仮定を用いない、セミパラメトリックな
代替手法を検討することは有用である。 

本発表では，加速モデルの簡単な紹介を行った上で、セミパラメトリック加速モデルに
関する性能をシミュレーションで示し、癌臨床試験のメタアナリシスにおける適用事例を
紹介する。 
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